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1. はじめに 

2008 年に発生したリーマンショックや財政危

機に端を発する EU 圏の経済停滞は、世界経済全

体に波及し、わが国を含む 21 カ国・地域で構成

されるアジア・太平洋地域（以下「APEC」と呼

ぶ）の経済活動にも大きな影を落したが、昨年に

は回復したようだ。 

APEC 域内の実質 GDP（2000 年基準）を見る

と 2009 年に前年比で 1.6%減少したが、2010 年

は回復傾向を示し、前年比 4.6%の増加が見込ま

れる。このうち APEC 域内の OECD 加盟国1は

3.3%増、非 OECD 加盟地域2は前年比 9.2%増と

見込まれ、2010 年の実質 GDP は域内全体で約

25 兆ドルと推計される。 
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（出所）World Bank 資料、IMF 資料等より EDMC 推計 

図 APEC 域内の実質 GDP の推移 

 

本稿では、APEC 域内のこのような経済動向を

背景とした石油・ガスの需給動向について、JODI

（Joint Organization Data Initiative）の統計デ

ータを用いて 2010 年次を中心に分析する（ただ

し、速報値）。 

 
                                                  
1  豪州、カナダ、日本、韓国、メキシコ、ニュージーランド、米国。

2010 年 1 月にチリが OECD に加盟したが、本稿では同国を非

OECD 加盟地域に分類。 
2  ブルネイ、チリ、中国、香港、インドネシア、マレーシア、パプ 

アニューギニア、ペルー、フィリピン、シンガポール、ロシア、 
台湾、タイ、ベトナム。ただし、インドネシアについてはデータ 
の継続性の観点から本稿の集計からは除外した。 

2. JODI とは 

JODI（Joint Organizations Data Initiative）

とは、各国政府から提出される月次の石油需給デ

ータ（生産、輸出入、需要、在庫）を集計し、世

界の石油需給情報として石油市場に提供するこ

とにより、原油価格の安定化に貢献することを目

的として、2001 年より開始された石油需給に関

する統計データ収集イニシァティブである。当研

究所は、このうち APEC 地域のデータ収集の担

当事務局として、国際的な枠組みの中で同データ

の収集・公表及び管理を行っている。 

JODI により収集された月次の統計値を用い

ることにより、速報的な石油需給の分析が可能と

なる。 

また、2006 年より石油に加えて天然ガスも収

集対象に組み込まれた。この JODI で毎月収集さ

れている石油・ガスの項目は以下の通りである。 

 

表 JODI の収集対象（APEC 域内） 

JODI Oil 

Oil Crude Oil 

NGL 

Others 

Petroleum Products LPG 

Naphtha 

Gasoline 

Kerosene 

Jet Kerosene 

Gas/Diesel Oil 

Fuel Oil 

Other Products 

JODI Gas 

Natural Gas 

 

Natural Gas 

LNG 

 

3. APEC 地域の石油需要動向 

3.1 原油生産と自給率 

APEC 域内の原油生産量は、2008 年には減少

傾向を示したが、翌 2009 年には増加に転じ、

2010 年も前年比 2.7%増と、増加傾向を維持して

いる。このうち、APEC 域内の OECD 加盟国の

原油生産量は横這いで推移しているが、非

OECD 加盟地域の生産増を受けて、APEC 域内
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全体では増加傾向を示していることがわかる。 

 

Crude Oil Production
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（出所）JODI Oil データベース（APEC）より EDMC 作成 

図 APEC 域内の原油生産量 

 

APEC 域内の原油自給率3は、2010 年時点で

64%であり、過去 5 年を見ると横這いで推移して

いる。 

しかしながら、先進国と途上国では異なる傾向

を示している。APEC 域内の OECD 加盟国の自

給率を見ると、ほぼ横這い(45%)で推移している

が、一方非 OECD 加盟地域を見ると過去 5 年間

で 11 ポイント下落しており、これらの地域でも

原油の輸入依存度が高まりつつあることが理解

される。 

 

Crude Oil Self Sufficiency Ratio
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（出所）JODI Oil データベース（APEC）より EDMC 作成 

図 APEC 域内の原油自給率 

 

3.2 石油製品需要 

APEC 域内の石油製品4需要は、2007 年に

                                                  
3 自給率は下式により計算 
 原油自給率＝ 生産 ／（生産 ＋ 輸入 － 輸出 ± 在庫変動） 
4 LPG、Gasoline、Kerosene、Gas/Diesel Oil、Fuel Oil の 5 製品 

1,645（百万トン）に達したものの、2008 年には

減少に転じた。しかしながら、2010 年には前年

比 5.1%増と増加に転じた。OECD 及び非 OECD

別に見ると、非 OECD 加盟国は 11.9%増加した

ものの、OECD 加盟国は 1.8%増に止まった。 

以上のことから、APEC 域内の非 OECD 加盟

地域の石油製品需要は経済成長を上回って増加

したが、OECD 加盟国の伸びは、実質 GDP の伸

びを下回ったことが理解される。 

 

Demand of Petroleum Products
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（出所）JODI Oil データベース（APEC）より EDMC 作成 

図 APEC 域内の主要石油製品需要 

 

以下に、2006 年から 2010 年までの主要石油

製品別の需要推移を示す。LPG、ガソリン及び

軽油は特に非 OECD 加盟地域を中心に増加傾向

にあり、灯油及び重油は減少傾向にある。 

 

Demand of LPG
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（出所）JODI Oil データベース（APEC）より EDMC 作成 

図 APEC 域内の LPG 需要 
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Demand of Gasoline
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APEC-OECD APEC-nonOECD APEC  
（出所）JODI Oil データベース（APEC）より EDMC 作成 

図 APEC 域内のガソリン需要 

 

Demand of Kerosene
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APEC-OECD APEC-nonOECD APEC  
（出所）JODI Oil データベース（APEC）より EDMC 作成 
（注） ジェット燃料を含む 

図 APEC 域内の灯油需要 

 

Demand of Gas/Diesel Oil
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（出所）JODI Oil データベース（APEC）より EDMC 作成 

図 APEC 域内の軽油需要 

 

Demand of Fuel oil

116 116
104

89 88

108 110
102 108

116

204
197

206

226224

0

50

100

150

200

250

2006 2007 2008 2009 2010

D
e
m

an
d
 (
m

ill
io

n
 t

o
n)

APEC-OECD APEC-nonOECD APEC  
（出所）JODI Oil データベース（APEC）より EDMC 作成 

図 APEC 域内の重油需要 

 

4. APEC 地域の天然ガス需要動向 

天然ガスの需給データは 2006年より収集され

ているが、本稿では 2007 年次以降定常的にデー

タの得られる 14 の国・地域（エコノミー5）を分

析の対象とした。（なお 2008 年の年次データに

よれば、この 14 のエコノミーは APEC 域内全体

の天然ガス需要の 9 割以上を占める。） 

天然ガス需要は 2009 年には減少したものの、

翌 2010年には、OECD加盟国で前年比 6.1%増、

非 OECD 加盟地域で前年比 12.8%増となり、両

地域とも天然ガスの需要増は GDPの増加率を上

回った。（APEC 域内全体では 8.4%増） 

また、天然ガスの自給率は原油と比較して高く、

特に非 OECD 加盟地域では 100%を超えている。 
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（出所）JODI Gas データベースより EDMC 作成 

図 APEC 域内の天然ガス需要 

                                                  
5 豪州、ブルネイ、カナダ、チリ、中国、日本、韓国、メキシコ、 
ニュージーランド、フィリピン、ロシア、台湾、タイ、米国。 
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Natural Gas Self Sufficiency Ratio
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（出所）JODI Gas データベースより EDMC 作成 

図 APEC 域内の天然ガス自給率 

 

5. まとめ 

以上のことを 2010年に着目してまとめると次

のようになる。 

実質 GDP +4.6% 

 OECD：+3.3%、非 OECD：+9.2% 

石油需要 +5.1% 

 OECD：+1.8%、非 OECD：+11.9% 

ガス需要 +8.4% 

 OECD：+6.1%、非 OECD：+12.8% 

 

このことから、APEC 地域の 2010 年の石油・

天然ガス需要は経済成長以上の増加となったが、

これは主に非 OECD 加盟地域が牽引したもので

あることが理解される。 

JODI の活動により収集される石油及び天然

ガス需給データを用いることにより、わが国のみ

ならずアジア・太平洋地域の適時な需給動向の比

較・分析が可能となる。JODI の石油及び天然ガ

スの統計情報は、APEC-EGEDA ウェブサイト

を介していつでも入手可能である。 

（http://www.ieej.or.jp/egeda/） 


